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区
は
、
中
野
駅
周
辺
を
に
ぎ
わ
い
と
環
境
の
調
和
し
た
ま
ち
と
す
る
た
め
、
警
察
大
学
校
等
移
転
跡
地

（
＝
以
下
「
警
大
等
跡
地
」
と
い
う
）
及
び
そ
の
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
昨
年
５
月
に
策
定
し
た
「
中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
も
と
に
、
警
大
等
跡
地
の

土
地
処
分
な
ど
に
つ
い
て
、
国
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
今
年

３
月
に
国
有
財
産
関
東
地
方
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、国
に
よ
る
跡
地
の
処
分
方
針
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
警
察
大
学
校
等
跡
地
整
備
担
当
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９
階
・�
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８
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「
中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
や
「
新
し
い
中
野
を
つ
く
る

　

か
年
計
画
」
で
は
、
中
野
駅
周

１０辺
を
、
中
野
の
顔
と
な
る
べ
き
地

警
大
等
跡
地
に
つ
い
て

警
大
等
跡
地
に
つ
い
て

国
の
処
分
方
針
が
決
定

国
の
処
分
方
針
が
決
定

域
と
位
置
づ
け
、
中
野
全
体
の
活

力
を
高
め
る
た
め
に
、
そ
の
整
備

を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

警
大
等
跡
地
は
、
約　

・
７
ヘ

１３

ク
タ
ー
ル
と
、
中
野
駅
周
辺
地
域

で
も
最
大
の
敷
地
規
模
で
、
そ
の

土
地
利
用
は
、
中
野
駅
周
辺
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な
意
味
を

持
ち
ま
す
。

　

区
は
、
中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
計
画
を
も
と
に
、
東
京
都
・
杉

並
区
と
協
議
を
重
ね
、「『
警
察
大

学
校
等
移
転
跡
地
土
地
利
用
転
換

計
画
案
』
の
見
直
し
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
昨
年
８
月
に
は
、
杉
並

区
と
と
も
に
、
こ
れ
に
沿
っ
た
警

大
等
跡
地
の
処
分
を
行
う
よ
う
、

国
へ
要
望
し
ま
し
た
。

　

同
月
、
国
は
要
望
を
受
け
、
国

・
東
京
都
・
中
野
区
・
杉
並
区
の

四
者
に
よ
る
協
議
会
を
設
け
ま
し

た
。
今
年
２
月　

日
の
協
議
会
で

１６

は
、
警
大
等
跡
地
の
用
途
・
区
域

割
り
、
公
共
施
設
の
整
備
方
針
、

今
後
の
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
見
込
み
）
な
ど
に
つ
い
て
、
確

認
し
ま
し
た
。

　

国
は
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、

３
月
６
日
の
「
国
有
財
産
関
東
地

方
審
議
会
」（
※
）
に
、
警
大
等
跡

地
の
土
地
処
分
の
方
針
な
ど
を
諮

問
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
諮
問

の
と
お
り
処
分
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
、
と
の
答
申
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

 　

警
大
等
跡
地
の
う
ち
、
区
が
取

得
す
る
予
定
の
国
有
地
は
次
の
と

お
り
で
す
（
上
図
参
照
）。

◇
都
市
基
盤
施
設
の
用
地

　

都
市
計
画
道
路
と
防
災
公
園
に

つ
い
て
、
開
発
者
負
担
の
原
則
で

整
備
す
る
た
め
、
区
が
施
行
者
と

し
て
用
地
取
得
や
工
事
な
ど
を
行

い
、
開
発
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
土

地
の
利
用
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
応

分
の
負
担
を
求
め
ま
す
。

◇
統
合
新
校
の
建
設
用
地

　

中
野
区
立
小
中
学
校
再
編
計
画

に
基
づ
き
、
中
央
中
学
校
と
第
九

中
学
校
を
統
合
し
た
新
校
を
中
央

中
学
校
と
そ
の
隣
接
し
た
南
側
の

国
有
地
に
建
設
す
る
た
め
、
南
側

の
用
地
を
国
か
ら
取
得
し
ま
す
。

◇
新
区
役
所
の
予
定
地

　

将
来
の
区
役
所
庁
舎
を
、
現
中

野
体
育
館
と
隣
接
し
た
南
側
の
国

有
地
に
移
転
・
建
設
す
る
た
め
、

南
側
の
用
地
を
国
か
ら
取
得
し
ま

す
。

 　

警
大
等
跡
地
に
つ
い
て
は
こ
の

区
は
都
市
基
盤
施
設
と

区
は
都
市
基
盤
施
設
と

学
校
、
庁
舎
用
地
を
取
得

学
校
、
庁
舎
用
地
を
取
得

民
間
に
よ
り
大
学
や

民
間
に
よ
り
大
学
や

住
宅
住
宅
、商
業
・

、商
業
・
業
務
施
設
も

業
務
施
設
も

ほ
か
、
国
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な

土
地
処
分
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

▼
大
学
施
設
の
用
地
と
し
て
、
学

校
法
人
に
売
却

▼
住
宅
、
商
業
・
業
務
用
地
と
し

て
、
一
般
競
争
入
札
で
売
却

▼
警
視
庁
庁
舎
な
ど
の
建
設
用
地

と
し
て
、
警
視
庁
に
売
却

▼
福
祉
施
設
や
公
園
と
し
て
、
社

会
福
祉
法
人
や
杉
並
区
に
売
却

 　

区
は
、
こ
の
国
の
土
地
処
分
方

針
な
ど
を
も
と
に
、
平
成　

年
度

１８

平
成

年
度
中
に

平
成　

年
度
中
に

１８１８

都
市
計
画
決
定
へ

都
市
計
画
決
定
へ

　

４
月
に
入
り
、
引
越
し
や
部

屋
の
模
様
替
え
を
し
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

　

新
し
く
な
っ
た
部
屋
は
き
れ

い
で
気
持
ち
の
良
い
も
の
で

す
。
で
も
、
室
内
に
入
っ
た
と

き
に
、
頭
痛
や
め
ま
い
が
し
た

り
、
目
や
の
ど
が
刺
激
さ
れ
る

よ
う
な
感
じ
が
し
た
り
す
る
な

ど
、
体
の
不
調
を
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
う
し
た
症
状
は
、
家
の
中

で
も
特
定
の
場
所
だ
け
で
起
こ

る
こ
と
が
あ
り
、「
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
症
候
群
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

 　

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
は
、

新
建
材
や
接
着
剤
に
含
ま
れ
る

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
等
の
化
学

物
質
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
の
住
宅
は
気
密

性
が
向
上
し
て
い
る
た
め
、
汚

染
さ
れ
た
空
気
が
室
内
に
蓄
積

し
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も

原
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

化
学
物
質
や

汚
れ
た
空
気
が
原
因

　

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
で
は

な
い
か
と
思
う
場
合
に
は
、
医

師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

同
時
に
、
化
学
物
質
や
汚
れ
た

空
気
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
、

室
内
の
環
境
や
換
気
を
見
直
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

 　

窓
を
開
け
た
だ
け
で
は
、
部

屋
の
隅
々
ま
で
換
気
で
き
ま
せ

ん
。
窓
を
２
か
所
以
上
開
け

て
、
風
の
入
り
口
と
出
口
を
作

り
、
家
全
体
の
空
気
が
入
れ
替

わ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
換

気
用
の
小
窓
や
通
気
口
を
、
家

具
な
ど
で
ふ
さ
が
な
い
こ
と
も

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

保
健
所
で
は
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
症
候
群
の
原
因
の
ひ
と
つ
と

考
え
ら
れ
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ

ド
の
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
関
連
し
た
情
報
は
、

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
中
野
区
保
健
所
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空
気
の
通
り
道
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

症
候
群
に
ご
用
心

中
を
目
途
に
、
地
区
計
画
の
方
針

等
を
都
市
計
画
決
定
（
東
京
都
決

定
）
す
る
予
定
で
す
。

　

国
は
、
都
市
計
画
決
定
後
に
順

次
、
警
大
等
跡
地
の
土
地
処
分
を

行
う
予
定
で
す
。　

　

な
お
、
警
大
等
跡
地
に
関
し
て

詳
し
く
は
、
区
役
所
１
階
区
政
資

料
セ
ン
タ
ー
、
同
９
階
警
察
大
学

校
等
跡
地
整
備
担
当
に
あ
る「『
警

察
大
学
校
等
移
転
跡
地
土
地
利
用

転
換
計
画
案
』
の
見
直
し
」「
中
野

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
な
ど

の
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
同
計
画
な
ど
は
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。　

　

区
は
３
月
に
「
中
野
区
行
政
革
新
５
か
年
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
、
平
成　

〜　

年
度
の
行
政
経
営
の
基
本
的
な
考
え
方
と
具

１７

２１

体
的
取
り
組
み
を
定
め
ま
し
た
。

　

「
民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」
を
原
則
に
、
最
少
の
人

数
で
最
大
の
効
果
を
生
み
出
す
組
織
と
し
て
、「
小
さ
な
区
役

所
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

区
は
５
年
間
で
、
次
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

Ⅰ
財
務
の
改
革

◇
発
生
主
義
会
計
の
導
入

　

資
産
や
負
債
を
含
め
た
区
全
体
の
財
務
状
況
、
コ
ス
ト
情
報

に
つ
い
て
、
民
間
の
標
準
で
あ
る
発
生
主
義
会
計
を
用
い
て
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

◇
契
約
・
入
札
改
革

　

電
子
入
札
の
導
入
等
に
よ
り
、
談
合
な
ど
の
不
正
行
為
を
防

止
し
、
契
約
制
度
の
透
明
性
と
費
用
対
効
果
を
向
上
し
ま
す
。

Ⅱ
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
革

◇
業
務
プ
ロ
セ
ス
分
析
と
市
場
化
テ
ス
ト
の
導
入

　

ム
リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ
を
な
く
す
た
め
、
業
務
手
順
を
見
直
し
、

コ
ス
ト
分
析
や
市
場
化
テ
ス
ト
な
ど
に
よ
り
効
率
化
し
ま
す
。

◇
政
策
の
研
究
・
開
発
の
促
進

　

新
た
な
科
学
的
政
策
形
成
手
法
の
開
発
や
外
部
専
門
家
の
活

用
な
ど
に
よ
り
、
政
策
立
案
を
高
度
化
・
効
率
化
し
ま
す
。

◇
Ｉ
Ｔ
の
活
用

　

最
新
の
情
報
技
術
を
活
用
し
、
利
便
性
を
向
上
し
ま
す
。

◇　

時
間
３
６
５
日
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

２４

　

区
民
の
安
全
や
安
心
に
か
か
わ
る
緊
急
課
題
に　

時
間
対
応

２４

す
る
し
く
み
を
つ
く
り
ま
す
。

Ⅲ
組
織
と
人
事
の
改
革

◇
成
果
重
視
の
人
事
シ
ス
テ
ム
の
確
立

　

職
員
が
能
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
成
果
重
視
の

人
事
評
価
・
人
材
育
成
の
し
く
み
を
つ
く
り
ま
す
。

◇
給
与
構
造
の
見
直
し

　

年
功
的
な
給
与
処
遇
か
ら
、
業
務
実
績
に
応
じ
た
給
与
制
度

に
し
ま
す
。

◇
必
要
な
人
材
確
保
と
定
数
管
理

　
　

年
後
の
職
員
数
２
千
人
を
め
ど
に
、
柔
軟
で
効
率
的
な
組

１０
織
を
つ
く
り
ま
す
。

Ⅳ
公
正
性
・
透
明
性
の
確
保

◇
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
の
徹
底

　

区
民
の
信
頼
を
得
る
た
め
、
倫
理
規
範
や
職
務
規
律
に
基
づ

く
公
正
な
業
務
執
行
、
法
令
順
守
を
さ
ら
に
徹
底
し
ま
す
。

◇
区
民
の
不
利
益
救
済

　

民
間
事
業
者
等
が
提
供
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
、
不
利
益
を

受
け
た
人
へ
の
救
済
の
し
く
み
を
充
実
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
経
営
改
革
担
当
／
４
階
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に
ぎ
わ
い
と
環
境
の
調
和
し
た
ま
ち
に

警
察
大
学
校
等
移
転
跡
地
の
処
分
方
針
な
ど
が
明
ら
か
に

早稲田通り 

東京警察 
病院 

（建設中） 

中野区（公園） 
1.50ha

民間（住宅） 
2.90ha

国（警察庁） 

中野区 杉並区 

学校法人（大学施設）0.8ha社会福祉法人 
（特別養護老人 
ホーム等）0.4ha

杉並区 
（居宅介護 
施設等） 
0.10ha

杉並区 
（公園） 
0.36ha

中野区 
（区庁舎） 
0.39ha

民間 
（商業・業務） 
0.60ha

対象財産 

学校法人 
（大学施設） 
3.61ha

中野区 
（中学校） 
0.28ha

中野区 
（都市計画道路）

1.62ha 
（幅員20m） 

警視庁（庁舎・宿舎）0.37ha

図　警察大学校等移転跡地の土地利用計画図
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▲警察大学校等移転跡地（東側から）


